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継続
市民が安心して安定的な医療の
提供を受けられるように

移転新築する村上総合病院に対して財政的な支援をすることで、
救急医療の確保及び地域医療の充実を図る

【村上市新潟県厚生農業協同組合連合会
　　　　村上総合病院移転新築事業費補助金】

　村上総合病院の移転新築に係る事業費に対して
補助金を交付（平成30年度～令和2年度）

工事中の新村上総合病院

875,000
(千円)

政策 1-1 健康の増進と医療体制の充実

◇ 4款1項1目 保健衛生総務経費 保健医療課

【医学生修学資金貸与制度】
　村上市内の病院において医師の業務に従事しようと
する医学生に、修学に必要な資金を貸与

【貸与月額】
　国公立大学　15万円
　私立大学　　30万円

【貸与期間】
　6年間を限度として貸与

(千円)

『将来』村上市で医師として活躍することを志す医学生に対して、
修学に必要な支援を行うことにより地域医療体制の整備を図る

7,200

医師を志す生徒の職場体験の様子

政策 1-1 健康の増進と医療体制の充実

◇ 4款1項1目 保健衛生総務経費 保健医療課

継続
大切な市民の健康を
守ってくれる医師を育てる
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12,124
(千円)

きめ細やかな歯科保健指導や歯科健診などを実施し、
　　　　　　　　　　　　歯と口腔の健康づくりを推進する

乳幼児歯科健診

継続
生涯自分の歯でしっかり噛んで
しっかり食べよう

【フッ化物塗布・洗口を実施】
　幼児健診等でのフッ化物塗布及び保育園・小学校での
　フッ化物洗口を実施
　令和2年度から中学生の対象を全学年に拡充して実施

【きめ細やかな歯科保健指導の実施】
　乳幼児健診・保育園・小学校・中学校において、歯科
　衛生士による保健指導を展開

【各種無料歯科健診】
　成人・妊婦・幼児の無料歯科健診を実施

【胃がんリスク検診】
・検診内容（ABC検査）
　　血液検査で「ピロリ菌抗体検査」と「ペプシノ
ゲン検査（胃粘膜の萎縮）」を行い胃がんのリスク
を調べる

・対象者　　40・45・50・55・60・65・70歳

・負担金　　1,000円

・検診場所　市内の医療機関
ヘリコバクター・ピロリ菌のイメージ

政策 1-1 健康の増進と医療体制の充実

◇ 4款1項2目 歯科保健事業経費 保健医療課

6,732

生活習慣病予防対策経費 保健医療課

ABC検査を用いた胃がんリスク検診により、将来の胃がん発生リスクを
知ることができ、高リスク者に対する二次検査への誘導と適切な除菌
治療により胃がん罹患率の減少を図る

政策 1-1 健康の増進と医療体制の充実

◇ 4款1項2目

(千円)
新規

村上市から
　　　胃がんを撲滅する！

‐2‐



【いのちと暮らしの総合相談会の開催】
　精神面、金銭面などの複数の悩みを抱えている人に対してワン
ストップ形式で相談を実施し、適切な支援に繋げる（年1回）

【ゲートキーパー養成研修の実施】
　自殺の危機を示すサインに気づき、適切な対応を図ることが
できる人材を育成（年２回）

【教職員向け研修の実施】
　学童期の発達課題やメンタルヘルスについて、子どもの希死
念慮への対応の在り方など職員向けのゲートキーパー研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年１回）

※その他自殺予防講演会・職員向け研修・街頭キャンペーン等を
実施

52,451
(千円)

老朽化が進んでいる岩船保育園の外壁や未満児保育室等の
改修工事を実施

岩船保育園

新規 岩船保育園改修工事

【工事概要】
　昭和61年に改築された岩船保育園は、築30年
以上が経過し老朽化が進んでいることから、外壁
及び3歳未満児保育室等の改修を実施し、保育環
境の維持・向上を図る

政策 1-2 子育て環境の充実

◇ 3款2項3目 保育園運営経費 こ ど も 課

普及啓発事業に留まらない、地域の特性に対応した生きる
ことの包括的な支援を推進する

ゲートキーパー養成研修

◇ 4款1項2目 自殺予防対策事業経費 保健医療課

継続
誰も自殺に追い込まれることの
ない村上市の実現を目指して

744
(千円)

政策 1-1 健康の増進と医療体制の充実
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子どもが病気の時に安心して静養できる保育環境を整備し、
子育てと就労の両立を支援する

・令和2年12月に開院する村上総合病院に病児・病後児保育施設
を設置する
・令和元年12月から民間事業者が事業運営をしている「あさひ病
児保育室」に対して運営費の補助を行い、利用者の利便性を向上
させる

【病児・病後児保育】
・あらかわ病児保育センター（県立坂町病院敷地内）:定員4人
・むらかみ病児保育センター（厚生連村上総合病院内）:定員6人
・あさひ病児保育室（医療法人佐藤医院内）：定員３人
【体調不良児保育】
・あらかわ保育園内

むらかみ病児保育センター

◇ 3款2項3目 病児保育事業経費 こ ど も 課

拡充 病児保育事業の充実 34,104
(千円)

3歳未満児の保育ニーズに対応するため、新たに令和2年4月
から開所する小規模保育事業など、民間事業者の運営を支援
し、受け入れ態勢を整える

政策 1-2 子育て環境の充実

令和2年4月にオープンする「きらら」

拡充 3歳未満児の受入の拡充

【認定こども園】
　村上いずみ園・・定員96人（3歳未満児定員24人）

【小規模保育事業所】
　ゆりかご保育園・・定員15人
　マイマイ保育園・・定員8人
　認可保育園きらら・・定員19人（令和2年4月開所）

【事業所内保育事業所】
　杏園事業所内託児所・・定員19人

◇ 3款2項3目 認定こども園運営事業経費　　地域型保育事業運営経費 こ ど も 課

169,491
(千円)

政策 1-2 子育て環境の充実
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市民後見人養成講座を開催し、新たな権利擁護の担い手を育成
し第三後見人の不足解消を図る

　認知症などにより判断能力の不十分な方の権利や財
産を保護する成年後見制度の需要が高まっているなか
で、新たな担い手として、身近な地域住民の立場から
きめ細やかな支援を行う市民後見人を養成する

【講座開催期間】（予定）
　　　　　　・基礎講座　7月から8月まで
　　　　　　・実務講座　10月から12月まで

市民後見人養成講座テキスト

◇ 3款1項1目 市民後見推進事業経費 介護高齢課

拡充 市民後見人養成講座の開催 2,498
(千円)

継続 介護人材の確保に向けた支援 1,411
(千円)

介護職員等の人材確保により介護サービスの充実を図る

政策 1-3 高齢者の健康と安心な暮らしづくり

【介護人材等確保推進事業給付金】
　介護福祉士、介護支援専門員、社会福祉士のいずれかの資格がある方
で、市内介護事業所に、大学・短大等を卒業して新たに就職する方や市外
の介護事業所から転職する方に、3年以上勤務することを条件に一人あた
り20万円を給付

【介護職員等キャリアアップ支援事業費補助金】
　市内の介護事業所を運営する法人が、介護職員等に対して実施する研修
や資格取得に係る経費を補助
・補助率：3分の1　・上限額：10万円

【高校生向け介護事業所見学ツアー】
　高校生を対象に実際の介護サービス事業所の雰囲気や仕事の様子を見学
し、事業所の若手職員などから仕事のやりがいや職場の状況を教えてもら
い、今後の職業選択に役立ててもらう 高校生職業魅力発見ツアー

（介護事業所）

政策 1-3 高齢者の健康と安心な暮らしづくり

◇ 3款1項1目 介護職員人材確保推進事業経費 介護高齢課
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政策 1-4

600
(千円)

子どもの行動の客観的な理解の仕方を学び、
　　　　　　　　　　　　　子育てに自信を持ってもらう

障がい者福祉の推進と自立支援体制づくり

◇ 3款1項1目 発達障害者支援事業経費 福　祉　課

【ペアレントトレーニング】
　子どもの行動に焦点を当てて、具体的にどのよ
うな対応ができるかを学習していくプログラム

・対象者
　発達障がいがある（疑い含む）子どもの保護者

・会場
　市内３会場で実施（10回コース）

継続 ペアレントトレーニング

介護高齢課

継続 高齢者の生活を支える 12,066
(千円)

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送ることができる
よう各種サービスを提供

政策 1-3 高齢者の健康と安心な暮らしづくり

◇ 3款1項3目 高齢者生活支援経費

【寝具乾燥消毒サービス】
　65歳以上の寝たきり高齢者又は単身高齢者に対し、在宅生活の質の確保を図るとともに
その世帯の身体的な負担の軽減を図ることを目的に、月1回寝具の乾燥サービスを実施

【軽度生活援助サービス】
　65歳以上の単身高齢者世帯等（介護保険対象者を除く）にホームヘルパーを派遣し、食
事の支度、居室の清掃、衣類の洗濯等の家事を援助

【高齢者等除雪費援助事業】
　単身高齢者等で除雪困難な方（経済的・身体的）に、除雪作業員の賃金補助として1回
につき10,000円を上限として同一年度3回まで援助

【外出支援サービス】
　在宅で移動時車椅子を必要とする方へ外出支援サービス利用券を年24枚交付

（軽度生活援助
サービス）

（高齢者等除雪
費援助事業）
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【地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築事業
（地域力強化推進事業）】

・拠点づくり等委託料
　生きづらさを抱えている方同士が自由な雰囲気の中で
お茶を飲みながら、心に抱いている思いを語り合える居
場所を提供する

　環境基本計画、地球温暖化対策実行計画、新エネ
ルギー推進ビジョンについて、令和2年度に第１次
計画期間が満了することから、経済社会情勢の変化
や新たな環境問題に相応した、第２次計画策定に向
けて取り組む

【事業期間：令和元年度～令和2年度】

政策 2-1 環境の保全と新エネルギーの推進

1,624

政策 1-5

各制度や支援に繋がらない方々の拠点をつくり、地域や関係
機関と連携しながら、社会的役割を醸成する

継続

環境衛生総務一般経費 環　境　課4款1項3目

(千円)

◇

総合的な福祉の推進

◇ 3款1項1目 福祉総合相談事業経費 福　祉　課

新規
(千円)

生きづらさを抱えている方の
居場所づくり

計画期間の満了に合わせ、第2次環境基本計画、地球温暖化対策
実行計画、新エネルギー推進ビジョンを策定する

第2次環境基本計画等の策定 5,616
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住宅用太陽光発電システムおよび木質バイオマスストーブ
設置費用を補助し、新エネルギーの普及促進を図る

新エネルギー推進事業経費 環　境　課4款1項3目

(千円)

エコパーク村上

【住宅用太陽光発電システム設置費への補助】
・市内業者から購入、又は発注する場合
　　1ｋｗ当たり10万円（上限40万円）を補助
・市外業者から購入、又は発注する場合
　　1ｋｗ当たり８万円（上限32万円）を補助

【木質バイオマスストーブ設置費への補助】
・薪ストーブや木質ペレットストーブで、
　購入及び設置費用の総額が６万円以上の場合
　　1/3（上限10万円）を補助

継続 地球温暖化対策の取組
(千円)

環　境　課

【環境に配慮した施設運営】

・公害防止基準値よりも厳しい排ガス基準値等の自主
基準値を設け、24時間体制で運転操作、監視を行う

・焼却により発生した焼却灰を路盤材等に再資源化す
ることにより環境への配慮、及び最終処分場の長寿命
化を図る

継続

4,500

◇

政策 2-2 生活衛生の向上と公害の防止

◇ 4款2項2目 ごみ処理場運営経費

政策 2-1 環境の保全と新エネルギーの推進

437,006エコパーク村上
環境対策への配慮と施設の適正運営

ペレットストーブ

施設の適正運営により環境負荷低減、および焼却灰の再資源化
により循環型社会に貢献する
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【普通河川滝矢川改修工事】
　増水時の越水を防止するため、河川断面の見直
しに伴う改修工事を行う
　
　・工事延長　L=40m

港湾機能の保全と整備促進、
　　　　　　　港の賑わい創出による地域の活性化

5月1日慶祝事業の様子

継続
岩船港の整備促進と
　　　　　港の賑わいの創出

【港湾機能の保全と整備促進】
　航路の漂砂埋没対策である浚渫事業や防砂堤の整備
について、国や県に対して引き続き要望

【みなとオアシス越後岩船の賑わい創出】
・岩船港などで行われるイベント等情報の広域的な発
信を促進
・クルーズ船寄港誘致に向けた取り組みを始めるな
ど、地域振興と港の活性化を図る

◇ 8款5項1目 港湾一般経費 建　設　課

1,113
(千円)

河川改修を行い、災害の未然防止に向けた取組を推進

滝矢川整備状況

政策 2-6 港の整備と賑わいづくり

◇ 8款4項2目 河川整備促進経費 建　設　課

継続 普通河川滝矢川改修事業 26,600
(千円)

政策 2-5 河川・排水路の整備
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建　設　課

継続
橋りょう長寿命化修繕計画
策定業務委託

50,000
(千円)

老朽化した橋りょうの修繕を行い、道路の安全性の確保を図る

◇ 8款2項2目 道路対策事業経費

国と地元住民との調整を行い、朝日温海道路事業の推進を図る

【国と地元の調整、連携】
　事業の進捗にあわせ、推進協議会を開催し国と地元
との調整を行う。また住民への工事説明会等を国と連
携して進め、事業の推進を図る

【中央省庁への要望活動】
　内閣、国土交通省、財務省等中央省庁への要望活動
を行い、朝日温海道路事業の予算確保を図る

推進協議会の様子

政策 2-7 地域の暮らしと活性化を担う道づくり

◇ 8款2項1目 日本海沿岸東北自動車道整備推進事業経費 建　設　課

継続
日本海沿岸東北自動車道
早期開通に向けた事業推進

2,427
(千円)

政策 2-7 地域の暮らしと活性化を担う道づくり

【橋りょう長寿命化修繕計画策定業務委託】
　市が管理する橋りょう等の点検を実施し、計画的な
修繕による施設の長寿命化及び維持管理コストの縮減
を図るもの

　橋りょう点検　　N=222橋
　横断歩道橋　　　N=1橋

橋りょうの点検状況

‐10‐



【村上総合病院移転に伴う運行ルートの変更】
　村上総合病院の移転、開院に向け、路線バス等の運
行ルート変更による新病院への経由について関係事業
者と協議を進め、利用者の利便性向上に努める
 
【村上市地域公共交通計画の策定】
　現行の「村上市地域公共交通総合連携計画」が計画
期間を終えるため、関係法令の改正も考慮した新たな
計画の策定

(千円)

日常生活を支える利用しやすい公共交通サービスを整備

2款1項6目 生活交通確保対策事業経費 自治振興課

まちなか循環バス「あべっ車」

(千円)

市道と危険踏切の改良工事を行い、道路利用者や歩行者の
安全性と利便性の向上を図る

【事業概要】
　通学路に指定されている市道について、踏切内の
歩道設置を行い、利用者の安全確保を図る
　全体計画　L=100m

【市道今宿７号線第二村上街道踏切支障移転工事】
　第二村上街道踏切内の拡幅改良工事に伴う、電力
及び信号通信施設等の支障移転工事を行う

【供用開始予定】
　令和4年3月

第二村上街道踏切

みんなで乗ろう！公共交通 72,401

政策 2-8 生活交通の確保・充実

◇

継続

政策 2-7 地域の暮らしと活性化を担う道づくり

◇ 8款2項3目 市道整備事業経費 建　設　課

継続
市道今宿７号線(第二村上街道
踏切)道路改良事業

96,671
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　村上総合病院の開院に合わせて、地区幹線道
路、周辺道路を整備することにより、駅西地区へ
のアクセスや利便性を向上させるとともに用途地
域内の低・未利用地を活用

【令和２年度事業概要】
・地区幹線道路（W=16m）
　Ｒ２整備延長 L=700m/全整備延長 L=700m
・周辺道路（W=12m）
　Ｒ２整備延長 L=500m/全整備延長 L=500m
 
※令和2年12月　全線整備完了予定

　建造物外観の修理・修景行為に対し補助金を交付し、
併せて道路美装化及び無電柱化を実施し、歴史的な町
並み景観を保全

【令和2年度事業概要】
・歴史的風致形成建造物保存事業補助金交付予定件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：16件
・建造物外観修景事業補助金交付予定件数：6件
・無電柱化工事実施設計業務委託
　市道安善寺線／市道安泰寺線 L=285m
・道路美装化工事
　市道郡役所線 L=52m

歴史的な町並み空間整備イメージ

政策 2-9 市街地と景観の整備・保全

◇ 8款6項1目 歴史的風致維持向上計画推進経費 都市計画課

継続 村上らしい歴史的景観の保全 143,039
(千円)

建造物外観の修理・修景行為に対して工事費の一部を補助し、
歴史的な町並みの保全を図る

8款2項3目 村上総合病院移転新築周辺道路整備事業経費

政策 2-9 市街地と景観の整備・保全

◇

村上総合病院へ通じる道路を整備し、駅西地区へのアクセスや
利便性の向上を図る

継続 村上駅周辺まちづくりの推進 243,448
(千円)

都市計画課

村上駅

周辺道路

地
区
幹
線
道
路

新村上総合病院

松山方面
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　県施工の都市計画道路「東大通り線」整備と合
わせ、「東大通り線」（坂町集落）と国道７号を
結ぶ都市計画道路「南中央線」を整備することに
より、市街地で集中する交通を効率的に集散さ
せ、交通渋滞を解消させるとともに用途地域内の
低・未利用地の利活用の促進を図る

【令和２年度事業概要】
・都市計画道路南中央線（W=16m）
　Ｒ２工事延長 L=20m／事業認可延長
L=320m

【空き家バンク移住応援補助金】
　市内業者等が施工する改修工事で、生活するために
必要な台所等の改修または耐震補強工事に要する経費
などに対して補助金を交付

【補助率】
　単世代：３分の１以内
　２世代：２分の１以内
　３世代：３分の２以内

継続 都市計画道路南中央線の整備 24,955
(千円)

継続 田舎暮らしを応援します

空き家バンク事業を利用して市外から移住する方を支援する

政策 2-9 市街地と景観の整備・保全

◇ 8款6項2目 都市計画道路整備事業経費 都市計画課

◇ 2款1項13目 交流・定住促進事業経費 自治振興課

2,000
(千円)

政策 2-10 良好な住環境の整備

国道７号と坂町集落を結ぶバイパス道路を整備する

南中央線

県立坂町病院

至 国道７号

東大通り線

至 ＪＲ坂町駅
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継続 農業担い手支援

農業振興経費 農林水産課

新規就農者を支援し、地域農業の維持・継続を図る

稲刈り作業

【就農支援事業補助金】
　市内在住の新規就農希望者で原則61歳未満の
方に、前年の所得に応じて、１人あたり年間
1,000千円を上限に5年間支給

6款1項3目

(千円)

政策 3-1

◇

経営の安定化と魅力ある農業づくり

4,000

有害鳥獣の見回り状況

政策 3-1

継続 有害鳥獣捕獲の担い手支援 882
(千円)

有害鳥獣による農作物の被害を防止するため、捕獲する担い手
の確保を図り、農作物等の安定的な生産を図る

【有害鳥獣捕獲の担い手確保事業補助金】
　狩猟（猟銃・わな）免許取得に要する経費と猟友会員
の狩猟者登録更新に要する経費に対し助成

　・狩猟免許取得経費に対する補助
　　　免許取得等経費相当分　（上限額　53千円）
　・狩猟（わな）免許取得経費に対する補助
　　　免許取得等経費の2分の1以内
　　（上限額　11千円）
　・狩猟者登録更新経費に対する補助
　　　猟友会員1人当たり対象経費の2分の1以内
　　（上限額　5千円）

経営の安定化と魅力ある農業づくり

◇ 6款1項3目 有害鳥獣対策経費 農林水産課
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【食材商談会の開催】
　首都圏等を会場に市内農林水産業者・加工業者とその圏
域飲食業者とのマッチング

【村上食材サンプル送付奨励補助金】
　新規に販売先の拡大及び生産物などの宣伝を行うための
経費で、市内で生産された農林水産物又は市内の農林水産
物を使用して加工された食料品の原価及び宅配費用に対し
て補助

・申請が初年度　　  対象経費の1/2　上限額50,000円
・申請が2年目以降　対象経費の1/3　上限額33,000円

(千円)

村上牛の認定率向上を支援する

畜舎内の飼養状況

食材プレゼンテーション会場

政策 3-1 経営の安定化と魅力ある農業づくり

◇ 農林水産課6款1項4目

(千円)

29,600村上牛のおいしさを全国へ

◇

地場産農林水産物の販路拡大、生産量増加のため、首都圏を
中心とした市外の取引先への流通・販路拡大を促進

政策 3-1 経営の安定化と魅力ある農業づくり

食の村上ブランド推進事業経費 農林水産課6款1項3目

継続 市産の農林水産物を全国へ 6,812

畜産振興経費

継続

【村上牛生産振興対策事業補助金】
　村上牛の生産振興を図るため、市内の２つのJAを通
じて生産者に対し次の内容で支援する

・村上牛認定に係る経費を１頭につき３分の２以内を
補助（上限額100千円）

・繁殖牛の導入に係る経費を１頭につき10％以内を
補助（上限額50千円）
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健全で豊かな森林づくり

新規 ため池防災対策で地域を守る 95,114
(千円)

災害時のため池決壊を想定し、避難行動につなげる対策と施設
機能の適切な維持補強に向けた対策を効果的に推進

【ため池ハザードマップの整備】
　決壊により人的被害を与えるおそれがあるため池を
対象に、ハザードマップの整備を行う

・ハザードマップ作成　１０池　14,956千円

【災害の未然防止】
　利用度が低く老朽化が進むため池を廃止し、災害を
未然に防止する

・実施計画作成　　　３池　　40,158千円
・ため池廃止工事　　３池　　40,000千円 整備済のため池ハザードマップ

【森づくり基本計画業務委託】
　市内の民有森林区域全域を対象として、森林・林
業・木材産業における現状の整理・把握により、各種
目標設定・解決策検討などを行い、将来森林ビジョン
を策定

・計画期間　　令和3年度から令和12年度(10年間)
・対象面積　　A=53,210ha

政策 3-1 経営の安定化と魅力ある農業づくり

◇ 6款1項5目 農地等経費 農林水産課

地域林業活性化事業経費

15,648
(千円)

森林、林業・木材産業の振興と森林整備・保全に関する施策の強化
に向けて、本市の目指すべき森林、林業・木材産業の将来像と行政
運営の理念など、取り組むべき施策や到達目標などを策定

森林・林業の将来ビジョン策定

◇ 6款2項2目

政策 3-2

農林水産課

森林資源の保全と有効活用の推進

新規
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集中豪雨等により被災した林道施設を復旧し、林道機能の
回復を図る

【林道鈴川線ほか６路線の林道改良工事】
　林道施設の機能回復と再度の災害を防止する
ため、林道改良工事を実施し、林業の生産基盤
である林道の安全な通行を確保する

・林道改良工事　７路線（８箇所）50,200千円

復旧済みの林道

6款2項3目

継続 被災した林道施設の早期復旧 50,200
(千円)

政策 3-2 森林資源の保全と有効活用の推進

◇

森林資源の保全と有効活用の推進

林道改良経費 農林水産課

政策 3-2

◇

16,801
(千円)

経営管理が行われていない森林において意向調査を実施し、市が
仲介役となって森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築

【経営管理意向調査業務委託】
　経営管理が行われていない森林における森林所有者に
対して、新たな森林管理システムと森林環境譲与税に関
する説明会を開催し、経営管理意向調査を実施
・調査面積　　　　　A=1,500ha

【経営管理権集積計画作成業務委託】
　意向調査の結果、森林所有者から経営や管理の委託の
申出等があった森林について、経営管理集積計画を定め、
経営管理権を設定
・境界の確認・測量　A=100ha
・計画面積　　　　　A=100ha

森林所有者に対する説明会

6款2項2目 地域林業活性化事業経費 農林水産課

拡充 新たな森林管理システムの構築
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◇

継続

6款3項1目

1,200

漁業の担い手の確保と就業時の負担軽減を図る

7款1項2目 産業振興対策経費 地域経済振興課

(千円)

政策 3-3 水産業の活性化と消費拡大の推進

◇

政策 3-4 商工業の活性化と市街地の賑わいづくり

水産業振興一般経費 農林水産課

継続 むらかみの海で漁師になろう

岩船港青年部

産業支援プログラム事業補助金で
　　　　　　市内事業者の新しい取り組みを支援

【新規漁業就業者支援事業費補助金】
　市内の漁業協同組合が新規漁業就業者に対して交付
する支援資金（研修費など）に対する補助

　・上限月額10万円、最長2年間

(千円)
市内産業の活性化 11,000

【産業支援プログラム事業補助金】
　・販路開拓きっかけづくり事業補助金
　　新商品や主力製品の販路開拓に関する事業

　・創業応援事業補助金
　　市内での新たな創業に関する事業

　・人材育成サポート事業補助金
　　人材育成講座参加、セミナー開催に関する事業

　・まちなか景観魅力アップ事業補助金
　　景観の魅力向上等に関する事業 補助金を活用したホームページ

（外国語対応にリニューアル）
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(千円)

住宅リフォーム事業補助金による地域経済活性化

政策 3-4 商工業の活性化と市街地の賑わいづくり

◇ 7款1項2目 住宅リフォーム事業経費 地域経済振興課

継続
市民生活環境の向上と
　　　　　地域経済の活性化

60,000

【住宅リフォーム事業補助金】
　市内に本店のある施工業者による住宅リフォーム工事
を行う市民を対象として、補助金を交付することにより
地域経済の活性化と市民の生活環境の向上を図る
　※併用住宅の居宅部分及びマンションの占有部分含む
　
　・補助対象者：市内に住民登録があり、登録された
　　　　　　　　住所に申請時に居住している者
　・補助対象工事費：25万円以上
　・補助率：補助対象経費の20％
　・上限額：20万円

政策 3-4 商工業の活性化と市街地の賑わいづくり

◇ 7款1項4目 企業誘致経費 地域経済振興課

住宅リフォーム

継続
企業の設備投資と
　　　　　雇用拡大を応援

3,951
(千円)

村上市企業設置奨励条例などにより、
　　　雇用を拡大する企業の新規進出や規模拡大に対して支援

【固定資産税の課税免除】
　・投下資本3,000万円以上、増加常用雇用者3人以上で
　　固定資産税を3～5年間免除
　上記免除を受けた場合、更に以下の助成を受けられます
　○用地取得助成金
　　・取得面積3,000㎡以上の用地取得、増加常用雇用者
　　　10人以上で取得費の30％を交付
　○新規雇用促進奨励金
　　・新たに市内在住者を1年間継続雇用した場合に
　　　1人あたり10万円を交付
【新設企業賃貸料補助金】
　・市外から村上市内に事務所などを新設した事業者で
　　常用雇用者3人以上の場合、賃貸料の20％を交付
【事業所等合併処理浄化槽設置費補助金】
　・合併処理浄化槽の設置や更新の際に補助金を交付
※対象業種やその他対象要件あり 設備投資を支援
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【SNSを活用したプロモーションの実施】
　インフルエンサー（※）の招聘による情報発信
　一般観光客のＳＮＳ投稿促進による情報の発信と拡散

【海外に向けての外国人ライターによる情報発信】
　英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語の４言語での
情報発信

※インフルエンサーとは、情報発信力に優れ、社会に対し
て影響力を持つ人物のこと

村上市の認知度を高める 3,300継続

観光誘客活動の展開とおもてなしの環境づくり政策 3-5

(千円)

7款1項6目

村上市の認知度アップに向けてプロモーションを実施する

観光振興一般経費 観　光　課

政策 3-5 観光誘客活動の展開とおもてなしの環境づくり

◇

(千円)

90,000

【ふるさと納税していただいた方へのお礼品の送付】
 　村上牛、塩引き鮭、地酒、岩船産コシヒカリなど
の様々な特産品に加え、宿泊等のサービス提供もお礼
品としてラインナップし寄附金の増と産業振興の相乗
効果を図る

村上市の物産や観光などの魅力を全国にPR

◇ 7款1項2目 物産振興経費 観　光　課

継続
ふるさと納税に対する
　　　　　　お礼品の贈呈
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若年者職業自立支援事業経費

4,074
(千円)

政策 3-6 就労環境の整備と雇用機会の充実

◇

継続
職業体験やセミナーを通じて
若者の就職をサポート

地域経済振興課5款1項1目

消防本部総務課

政策 4-1 消防・救急体制の充実

地域の将来を担う若い世代の職業的自立を図る

【若者自立支援員の配置】
　国が行う地域若者サポートステーション事業（15歳
から39歳までの就労相談窓口）との連携により、若者
自立支援員を配置し、利用者とその保護者に寄り添った
支援を実施

【職業的自立に資する事業】
・朝活講座（労働に必要な心と体の準備、スキルアッ
プ）
・職業人講話（就労意欲の向上、職業イメージの形成）
・ジョブトレーニング（市内協力事業所による就労体
験）
・保護者会（支援対象者の保護者に対する支援）

新規 消防救急体制の強化 7,734
(千円)

◇ 9款1項1目 救急ワークステーション管理経費

朝活講座

救急ワークステーションの設置により、質の高い救急医療
サービスの提供をめざす

【村上市救急ワークステーションの設置】
　移転新築する村上総合病院に併設して救急ワークス
テーションを設置

【目的】
　救急ワークステーションは、救急業務を行いながら
救急救命士の再教育を行うことが可能で、救急活動の
質の向上を図り、救急救命士及び救急隊員の教育の拠
点として重要な役割を担うことが期待される

村上総合病院移転新築後のイメージ
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【４０㎥級埋設型防火水槽の設置】

・設置予定場所：山口地内、千縄地内

【高規格救急自動車の更新】
　最新装備の高規格救急自動車及び救命資器材の購入
　神林分署へ配備予定

【消防ポンプ自動車の更新】
　水槽付き（600ℓ）消防ポンプ車（ＣＤ－１型）
の購入
　関川分署配備予定

防火水槽を設置し、消防水利の充実を図る

消防・救急体制の充実

消防本部総務課

政策 4-1 消防・救急体制の充実

政策 4-1

継続 消防水利の充実

◇ 9款1項3目

◇ 9款1項3目 非常備消防施設経費

(千円)

19,000

79,505
(千円)

老朽化した高規格救急自動車及び消防ポンプ自動車を更新
し、消防力の維持向上を図る

消防車両

継続 消防車両の整備

埋設型防火水槽の設置
（H29年度貝附地内）

常備消防防災施設整備経費 消防本部総務課
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継続 地域防災力の向上

【住民防災訓練の実施】
　津波や近年激甚化する災害に対応するために、より
実戦に即した住民の防災訓練を実施する

【防災士養成講座】
　地域防災リーダーとしての役割を担っている防災士
の養成を行い、防災士の防災技術向上のため、定期的
にスキルアップ研修会を実施する

1,706
(千円)

自主防災組織と地域防災リーダーとなる防災士を育成し、激甚化
する災害への対応のため、実戦に即した住民の訓練実施による地
域防災力の向上を図る

政策 4-2 防災対策の充実

朝日支所

政策 4-2

◇ 2款1項7目

防災対策の充実

◇ 9款1項5目 防災対策一般経費 総　務　課

住民防災訓練（津波避難訓練）

新規
自家発電装置を設置し、
非常災害時に備えた庁舎にします

【朝日支所非常用自家発電装置設置工事】
　既設建物内に非常用自家発電装置を設置し、商
用電力が途絶した場合でも照明、コンセント、電
話・無線機器等の通信情報機器などへ発電機回路
から電源供給ができるよう整備
　本庁が被災して使用できない場合は、朝日支所
庁舎が代替施設となり災害対策本部が設置される

(千円)

朝日支所地域振興課

災害等による停電時の庁舎機能維持や防災拠点の非常電源として
使用するため自家発電装置を設置し、庁舎の強化を図る

朝日支所庁舎管理経費

26,398
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【LED灯に順次交換予定】
年間約2,000件の防犯灯修繕のうち、老朽化により
灯具交換が必要なものから順次LED灯に切替え

[防犯灯設置数]　　　9,068灯
[内LED灯設置数]　　2,960灯

※令和元年12月末現在

政策 4-3 防犯体制の充実と交通安全対策の推進

市　民　課

継続 防犯灯のLED化の推進 55,091
(千円)

山居町保育園前　LED灯

政策 5-1 郷育の推進と学習環境の整備

◇ 10款1項2目 教育委員会事務局経費 学校教育課

継続 75,103
(千円)

学業成績優良で経済的理由により
　　　　　　　　　　　修学困難な方に奨学金を貸与

【貸与月額】
　７万円・５万円・３万円
  本人の希望や家庭の事情等を勘案して決定

【貸与期間】
　貸与決定の月から在学校の最短修業年限の終期まで

【返還等】
　貸与終了後１年を経過後から１０年を超えない範囲で
全額を均等月賦で返還（無利子）

維持管理コストの低減、温室効果ガス排出量の削減

◇ 2款1項11目 防犯対策経費

奨学金の貸与
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【ＩＣＴ関係機器の整備】
　新学習指導要領で求められる情報活用能力の育成や
ICTを活用とした学習活動の充実を図るために、タブ
レット型端末等のICT機器の整備を段階的に行う

※令和２年度は、全小学校の算数のデジタル教科書を
更新予定

【部活動指導員の配置】
　中学校部活動指導の充実とともに、教員の負担軽減
を図るため、部活動指導員を配置し、働き方改革を推
進する
　※令和２年度は、各中学校に１人ずつ配置予定

2,611
(千円)

郷育の推進と学習環境の整備

◇ 10款1項2目 教育委員会事務局経費 学校教育課

中学校部活動に、技術指導、引率等を行う部活動指導員
を配置する

(千円)
ＩＣＴを活用した教育環境整備

郷育の推進と学習環境の整備

拡充 部活動指導員の配置

教育振興経費

128,113

政策 5-1

村上市立小中学校におけるＩＣＴを活用した教育環境の
整備を推進します

10款1項3目 学校教育課◇

政策 5-1

継続
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【地域未来塾の開設】
　市内中学校７校にて開設
　地域の方々の協力を得て、中学校の放課後学習を支援

【実施体制】
　１校あたり２～３人の学習支援員を配置
　夏季休業中４日間程度、２学期以降の放課後１５日程
度を予定

異文化への理解を深めるとともに、英語力の向上を図る

(千円)
拡充 外国語指導助手の配置 42,034

外国語指導助手経費 学校教育課

政策 5-1 郷育の推進と学習環境の整備

◇ 10款1項3目

【外国語指導助手の配置】
・ＪＥＴプログラムによる語学指導員（ＡＬＴ）を
  ７人配置（前年比＋１人）
・小学校外国語指導助手を４人配置

【外国語指導助手の職務】
・小中学校における外国語授業・外国語活動の補助
・小中学校における国際理解教育の補助

継続 地域未来塾の開設
(千円)

1,764

政策 5-1 郷育の推進と学習環境の整備

◇ 地域学校協働活動推進事業経費 学校教育課10款1項3目

地域の力を活用し、中学校の放課後学習を支援
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学校教育課教育委員会事務局経費　◇10款2項1目　小学校管理経費　　◇10款3項1目　中学校管理経費◇ 10款1項2目

継続
コミュニティ・スクール
（学校運営協議会）の設置

政策 5-1 郷育の推進と学習環境の整備

地域が一体となって形成する
安全で健やかな居場所づくり

2,315

地域とともにある学校づくりを進める

(千円)

地域ボランティア参画のもと、学校施設や社会教育施設を活用
し、安全で健やかな放課後の子どもたちの居場所づくりを行う

【コミュニティ・スクールの設置】
　学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域とともに
ある学校づくりを進める

【設置体制】
　市内小中学校のうち小学校１１校、中学校７校におい
て学校運営協議会を設置し、年４回程度の会議を開催

政策 5-2 生涯を通じた学習の推進

◇ 10款4項3目 放課後子ども教室経費

【事業実施小学校数】
　・村上地区　5校
　・荒川地区　2校
　・朝日地区　2校
　・山北地区　1校

【内容】
　・あそび・ものづくり
　・スポーツレクリエーション
　・学習支援
　・絵本
　・茶道、将棋、囲碁

生涯学習課

1,652
(千円)

継続

ものづくり体験

‐27‐



国民共有の財産で村上市民のアイデンティティ、村上城跡の
保存と活用を目的とする整備事業

文化財の保存活動と芸術・文化の振興

生涯学習課東京2020オリンピック・パラリンピック経費

生涯学習課

【黒門跡の発掘調査】
　・これまでの発掘調査の追加調査（A=約100㎡）
【黒門跡石垣の解体工事】
　・石垣修復工事に伴う石垣解体（A=約3.2㎡）
【七曲り道法面の修繕工事】
　・七曲り道登り口付近の法面修繕（A=約100㎡）
【本丸石垣の保全顕在化】
　・石垣に繁茂するツタ・草の除去（A=約300㎡）
【石垣移動量調査】
　・経年による石垣のズレを４地点で継続調査

新規 3,768

黒門跡発掘調査説明会の様子

東京2020オリンピック聖火リレー・
東京2020パラリンピック聖火リレーにより機運の醸成を図る

◇

継続 47,600

10款4項5目 市内遺跡埋蔵文化財発掘調査事業経費

史跡村上城跡整備事業

東京2020オリンピック・
　　パラリンピックの機運醸成 (千円)

◇ 10款5項1目

政策 5-3

(千円)

政策 5-4 生涯スポーツと競技スポーツの推進

　東京2020オリピックの聖火リレー及び東京2020パラリンピックの聖火フェスティバルを
実施することにより機運醸成を図ると共に、市民のスポーツへの関心を高め、スポーツ振興に
つなげる
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【人権啓発事業】
　一人ひとりの人権意識の向上と、男女がともに認め
合い、支え合う男女共同参画社会の実現に向けた人権
啓発講演会等の開催

【人権啓発パネル展】
　様々な人権問題に対する理解を深めるため、イベン
トに併せてのパネル展の開催

協働のまちづくり推進事業経費

◇

各地域まちづくり組織が主体となった地域の特色を活かした
元気づくりと、持続的に暮らせる地域づくりを支援

市民協働のまちづくりの推進

◇ 2款1項13目 自治振興課

68,072
(千円)

政策 6-1

3款1項1目

一人ひとりが人権を尊重し、心豊かに暮らせるまちを目指す

人権に対する意識の向上

人権啓発パネル展の様子

平等社会と多文化共生の推進

市　民　課

(千円)

970

【地域まちづくり交付金の交付】
・１７のまちづくり協議会に対して交付金（60,000千
円）を交付

【地域人材育成】
・まちづくりにおける次世代の担い手の発掘及び育成
・市民活動や協働に関する活動記録の作成

【集落支援員の活用】
・集落点検と話し合いの促進から、集落対策の推進へ

継続

政策 6-2

人権・同和対策費

市民協働のまちづくりを推進

継続

村上地域まちづくり協議会
（お城山フェスティバル）
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【市報むらかみの充実】
　本市の魅力や市政に関する重要施策などを特集記事
やカラー組み写真で取り上げ、市民に分かりやすく情
報を発信し、さらなる充実を図っていく

【ホームページ・ＳＮＳの活用】
　ホームページを再構築し効果的かつ効率的な情報展
開を行うとともに、ＳＮＳを積極的に利用したタイム
リーな情報発信を市内外に向けて行う

【地域おこし協力隊の配置】
・下記地域に隊員を配置し、各地域で想定されている地域おこし
活動に従事する

○山北地区　山熊田集落～　羽越しな布の継承とＰＲ
○山北地区　小俣集落～　日本国を中心としたネイチャーガイド
○朝日地区　高根集落～　集落の魅力開発・発信、移住定住促進
○朝日地区　高根集落～　畑わさび栽培、炭焼きの継承
○朝日地区　長津地域～　農業・竹山整備事業の推進
○朝日地区　猿沢地域～　竹山整備事業の推進
○村上市全域～　グリーンツーリズムコーディネーター
○村上市全域～　関係人口コーディネート

31,444

2款1項13目

地域おこし協力隊員募集（長津地域）

政策 6-2 市民協働のまちづくりの推進

地域おこし推進事業経費 自治振興課

高齢化や人口減少が著しい地域に隊員を配置して、住民と共に
活動することで地域の活性化を図る

(千円)
継続

若い力が都会（まち）から
田舎（まち）へ

◇

(千円)

政策 6-3 広報広聴事業の推進

◇ 2款1項2目 広報広聴経費 企画財政課

拡充 魅力ある情報の発信 29,344

市報むらかみのさらなる充実を図るとともに、SNS社会に適切
に対応した広報媒体を活用し、市政に関する情報発信に努める

市報むらかみ表紙
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【インターネット上の、ふるさと納税専門サイトによ
り24時間寄附受付を実施】
・4つの寄附受付サイトにより、いつでもどこで気軽
にふるさと納税ができるサービスを提供
　

【豊富な支払い手段により寄附者の選択肢を広げる】
・インターネット上での申込手続が、複数の支払手段
を利用できることにより、寄附者の利便性と、寄附金
の増額を図る

政策 6-5

ふるさと納税お礼品（村上木彫堆朱）

2款1項6目 企画一般経費 企画財政課

継続
ふるさと村上応援寄附金
（ふるさと納税）

26,608
(千円)

複数のインターネットポータルサイトによるサービスを
提供し、寄附者の利便性の向上を図る

◇ 2款1項6目

◇

関川村及び粟島浦村と定住自立圏を形成し、共通する課題や
事業に連携して取り組む

広域行政の推進

行財政改革の推進

継続
地域の特性を生かした
魅力あふれる圏域づくり

198
(千円)

政策 6-6

定住自立圏経費 企画財政課

「村上・岩船地域の医療を考えるフォーラム」の様子

【村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会】
・関川村及び粟島浦村と新たに策定した第2次村上岩
船定住自立圏共生ビジョンによる事業連携に取り組む

【村上岩船定住自立圏共生ビジョン登載事業】
・令和3年度から登載する事業内容について協議し、
新たな成果指標を設定する
　※事業費については、各担当課で計上
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【予算の概要】

土地取得特別会計は、土地取得事業の円滑な執行と、その経費の適正を図るために

一般会計と区分して経理。

令和2年度は、都市計画道路市道南中央線道路用地買収に関する予算及び土地開発

基金の運用収入に関する予算を計上。

【主な事業】

○都市計画道路市道南中央線道路用地購入費

・ 都市計画道路市道南中央線道路用地買収を進めるに当たり、土地開発基金を
利用して取得するもの

予算額：4,962千円

○土地開発基金運用収入である預金利子の積立

・ 基金利子積立金の予算額は令和元年度の預金運用実績見込によるものであり、

本年度は44千円を積立てるもの

○基金の状況

年　度 項　目

H30 年度末残高

R1 繰入予定額 預金利子

繰出予定額 公有財産購入費

年度末現在高見込額

現　金(A)

貸付金(B)

R2 繰入予定額(Ｃ) 預金利子

繰出予定額(Ｄ) 公有財産購入費

年度末現在高見込額

現　金(Ｅ)=(Ａ)+（C）-(Ｄ)

貸付金(Ｆ)=(Ｂ)+(Ｄ)

金　額　　(円)

4,962,000

土地取得特別会計　事業説明書

予 算 額 5,008 千円 企画財政課

内訳
90,469,222

課 名：

内訳

備　考

95,387,222

234,650,953

44,200,000

325,066,175

10,000

325,076,175

229,688,953

325,120,175

44,000
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【予算の概要】

【主な事業】

課 名：千円 総　務　課410,000予 算 額

情報通信事業特別会計　事業説明書

主な歳入は、情報通信施設使用料52,495千円、一般会計繰入金329,057千円を

計上。
主な歳出は、総務管理費331,649千円、公債費76,351千円を計上。
令和２年度は、山北地区非常電源装置更改に関する予算を計上。

○山北・朝日・神林地区施設維持管理経費
・各地区における情報通信施設・設備を良好な状態で使用できるように維持管理し、
テレビ再送信、自主放送、告知放送及びＩＰテレビ電話の各サービスを提供

また、ＩＲＵ(※)による超高速インターネット接続環境を提供

※IRU（Indefeasible Right of User）：事業採算が低いために高速インターネッ

ト回線が普及していない地域に、行政が光ファイバーケーブル敷設し、長期契約で

通信事業者に貸してインターネットの普及を図るもの

‐33‐



【予算の概要】

一般経費では、安全対策連絡協議会委員報酬、安全統括管理者報酬、各種研修会、

協議会等の負担金を計上。

運営経費では、スキー場従業員の経費、運営に関する需用費、各種管理委託料、

借地料、工事請負費などを計上。

【主な事業】

○　工事請負費

・ 老朽化した第1・2ペアリフト線路金物及び索輪整備などを実施する

○　運営計画（目標値）

・入場者数 10,000人

・売上目標 13,083千円

課 名：千円 観　光　課予 算 額 47,800

蒲萄スキー場特別会計　事業説明書
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【予算の概要】

【主な事業】 ★は新規事業

・医療機関への適正受診、ジェネリック医薬品の普及啓発を目的に、新潟県国民
健康保険団体連合会に通知書の作成を委託し発送

★柔道整復療養費適正化事業
・柔道整復療養費の適正化に向け、患者調査を新潟県国民健康保険団体連合会に
委託して実施

★オンライン資格確認システム対応に係る自庁システムの改修

国民健康保険特別会計　事業説明書

○人間ドック健診事業

○医療費通知及びジェネリック医薬品利用差額通知事業

6,207,000 千円予 算 額 課 名： 保健医療課

　
　歳入の主なものとして国民健康保険税1,076,324千円、県支出金4,619,064
千円を計上。
　また、歳出の主なものとして保険給付費4,522,348千円、国民健康保険事業費
納付金1,515,042千円、保健事業費53,714千円を計上。

○特定健診・特定保健指導事業

・生活習慣病をはじめとする疾病の早期発見と早期治療を目的に、健診機関に委
託して実施

・国が運用を予定している個人単位の被保険者番号や資格情報を一元的に管理す
るオンライン資格確認システムに対応するために必要な自庁システムの改修を行
う

・第２期村上市国民健康保険データヘルス計画に基づき、生活習慣病などの疾病
予防及び重症化予防のため、特定健診・特定保健指導を引き続き実施
・訪問による保健指導を実施し、より充実した事業展開を図る
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【予算の概要】

　歳入においては、後期高齢者医療保険料が約71％、一般会計からの繰入金（保険

基盤安定分・職員給与分等）が約28％を占める。このうち、保険料と保険基盤

安定分の繰入金については、保険者である新潟県後期高齢者医療広域連合に納付金と

して支出。

　また、被保険者の健康維持のため保健事業を実施する。

【主な事業】

○湯っくり・湯ったり事業

　・高齢者の疾病予防、健康維持を図るため、温泉活用健康事業を各温泉事業者に

　委託して実施

千円

後期高齢者医療特別会計　事業説明書

課 名：予 算 額 保健医療課766,700
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【予算の概要】

【主な事業】

○一般介護予防事業

○生活支援体制整備事業

○認知症総合支援事業

新潟看護医療専門学校村上校
認知症サポーター養成講座

　市全体（１層）・各支所（５地区：２層）の互近
所ささえ～る隊（生活支援協議体）と生活ささえ愛
隊長（生活支援コーディネーター）の活動により、
地区ごとに「地域住民による助け合い」の現状把握
を行い、その仕組みづくりを行う。

互近所ささえ～る隊　地域の足を考える研修会

　すべての高齢者を対象に、生活機能の維持・向上、認
知症予防を目的とし、運動指導教室や認知症予防教室事
業を各事業所等に委託する。
　また住民が主体となって取り組む「地域の通いの場」
について取り組む町内や集落が増えるよう働きかける。
　各事業の内容を充実し、多くの高齢者の参加を促進す
る。また、居宅や介護サービス事業所にリハビリテー
ション専門職を派遣し、高齢者の日常生活機能の維持と
向上を促進する。 地域の通いの場「塩谷の茶の間」

　認知症の人や家族を地域で支えるために「認知症サポーター養成講座」を開催し、市
民に見守りや支援者として協力をお願いする。また、認知症の人を介護する家族の相談
や情報交換の場として、「介護者のつどい」や「認知症カフェ」の内容を充実する。

予 算 額 7,654,000 課 名：千円

　歳入は種別ごとの負担割合に従い計上。第7期介護保険事業計画（平成30年度～令和2年度）における負担
割合は、第１号被保険者の負担割合23％、第２号被保険者の負担割合27％。地域支援事業費（包括的支援・
任意事業費）は、国の負担割合38.5％、県及び市の負担割合は19.25％である。保険給付費については、重度
の要介護者数が減少傾向にあるものの、介護保険報酬改定やサービス利用者数の増加、一人あたり単価の上昇
等により、保険給付費全体では前年度比0.1％の増加。
　地域支援事業費は、「介護予防・日常生活総合支援事業」を実施し、介護が必要な状態となっても住み慣れ
た地域で暮らし続けることができるようにするため、市が中心となって、介護だけでなく、医療や介護予防、
生活支援、住まいを包括的に提供する地域包括ケアシステムを構築するための予算を計上し、前年度比2.1％の
増加。

介護高齢課

介護保険特別会計　事業説明書
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【予算の概要】

【主な事業】

収益的収入予算額

1,096,695 千円収益的支出予算額

上水道事業会計　事業説明書

上下水道課1,104,556 千円 課 名：

資本的収入予算額 155,869 千円

資本的支出予算額 685,153 千円

収益的収支予算では、事業収入を1,104,556千円、事業費用を1,096,695千

円とし、税込み利益は、7,861千円を見込む。
資本的収支予算では、資本的収入を155,869千円、資本的支出を685,153千

円とし、収支差引不足額529,284千円は、「当年度分消費税等資本的収支調整額
26,284千円」、「当年度分損益勘定留保資金448,551千円」、「減債積立金
30,000千円」、「建設改良積立金24,449千円」で補てん。

○重要供給拠点施設水道管路建設事業
・移転新築する厚生連村上総合病院への複数ルートからの給水に向けた管路の建設事
業を推進し、安定した給水体制を整備

○水道管路更新事業
・老朽化した管路を耐震管へ更新し、災害に強い水道管を整備

重要供給拠点施設（建設中の厚生連村上総合病院）
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【予算の概要】

【主な事業】

課 名： 上下水道課

簡易水道事業会計　事業説明書

資本的支出予算額 296,431 千円

収益的収入予算額 315,610 千円

収益的支出予算額 315,610 千円

資本的収入予算額 174,638 千円

主な歳入は、使用料及び手数料154,945千円、繰入金225,651千円、市債
65,500千円を計上。

主な歳出は、施設費で施設建設費98,437千円、公債費239,372千円を計上。

○老朽管更新事業
・一部老朽化した配水管を耐震管に更新することで、災害に強い安定した給水体制
を確保

○地方公営企業法適用化事業
・平成32年４月から地方公営企業法を適用することにより経営状況の「見える化」
が図られることから、その移行にあたり、例規整備、職員研修等を計画

収益的収支予算では、事業収入及び事業費用を同額の315,610千円を見込む。
資本的収支予算では、資本的収入を174,638千円、資本的支出を296,431千

円とし、収支差引不足額121,793千円は、「当年度分消費税等資本的収支調整額
6,633千円」、「当年度分損益勘定留保資金115,160千円」で補てん。

○水道管路更新事業
・老朽化により漏水修繕経費が嵩んでいる配水管路を優先的に改良し、修繕費の削減
を図るとともに、管路の耐震化を推進し水道水の安定給水を確保

○朝日地区簡易水道施設中央監視装置改修事業
・朝日地区監視装置を改修し、一元管理による災害対応の迅速化と水道水の安定供給
を図る

老朽管路更新工事
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【予算の概要】

【主な事業】

4,291,287 千円

千円

上下水道課課 名：

下水道事業会計　事業説明書

4,291,287 千円

収益的収入予算額

3,537,103

千円4,941,176資本的支出予算額

収益的支出予算額

資本的収入予算額

収益的収支予算では、事業収入及び事業費用を同額の4,291,287千円を見込む。
資本的収支予算では、資本的収入を3,537,103千円、資本的支出を

4,941,176千円とし、収支差引不足額1,404,073千円は、「当年度消費税等資
本的収支調整額63,137千円」、「当年度損益勘定留保資金1,318,891千円」、
「引継金22,045千円」で補てん。

○汚水管渠整備事業
・村上処理区及び荒川処理区で事業を実施。村上処理区では国道７号沿線の面整備を
実施し、荒川処理区は坂町地内で街路事業の整備にあわせ面整備を実施

○村上浄化センター改築更新事業
・老朽化が進んでいる村上浄化センターについて、ストックマネジメント計画に基づ
き設備を更新し、施設の耐震化を計画

○排水設備等整備資金預託金事業
・排水設備の設置にあたり、自己資金の不足するものに対して資金の貸付を促進する
ため、その原資を預託

○雨水幹線整備事業
・烏川1-3号雨水幹線に浸水対策を実施

○農業集落排水施設機能強化事業
・老朽化が進む農業集落排水処理施設のうち、高根地区では処理場の土木及び機械電
気工事を実施し、蒲萄地区では機能強化事業に向けた実施設計業務を行う

汚水管渠整備事業 高根処理場
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http://www.city.murakami.lg.jp

〒958-8501　新潟県村上市三之町１番１号
℡　0254-53-2111（代表）

新潟県村上市


